
別紙様式１ 

令和６年度学校経営計画 

学 校 名    東広島市立志和小中学校       

学校長名    矢原 豊祥      印       

Ⅰ 学校の状況 

 
学級数 

 
小１０学級・中５学級 

 
児童・生徒数 

 
  ３１３名 

 
教職員数 

 
２８名 

 
メールアドレス 

 
    shiwa-chu@city.higashihiroshima.hiroshima.jp（小中学校） 

 
ホームページアドレス 

 
    www.city.higashihiroshima.lg.jp/school/shiwa_chu/（小中学校） 

Ⅱ 教育目標 

        「夢と志を持ち 果敢に挑戦し 自己実現する児童生徒の育成」 

Ⅲ 経営理念（ミッション・ビジョン） 

 【ミッション】「地域とともに未来を創る －学校での学びを地域社会に結びつける― 」 

【ビジョン】〇課題に主体的に向き合い、解決に向けた行動をとることのできる人材の育成。 

〇変化の大きい世界の中で状況を把握し、目標を持ち、他者と協力して課題解決に取り組むことの

できる人材の育成。 

Ⅳ 中期経営目標及び短期経営目標 

項

目 

重

点 

 
中期経営目標 

 

短期経営目標 

 

目標達成のための方策 

 

評価項目 

確
か
な
学
力 
 

１ 

 

☆学びに向かう力を整え、

育てたい資質能力“推論

する力”の育成を図る。 

重点  

地域伝統文化再生プロジェクト 

新規 

単元末試験の導入（中） 

＊きめ細やかに学習フォロ

ーを行う。 

・小中一貫・接続教育を推進

し、児童生徒が安心して学

習できる教育環境を整え

る。 

・eSTEAM教育を推進し、児童

生徒の「推論する力」を各

教科で育成する。 

・ICT活用の推進を図り、GIGA

スクールを加速させ、児童

生徒の学習意欲と興味関心

を高める。 

・理科、英語、音楽等での

準教科担任制の実施。 

・総合的な学習の時間を中

心に発達段階に応じて、

系統的かつ計画的に

eSTEAM教育を推進する。 

・児童生徒が学習課題を発

見し解決していくため

に、タブレット等のICT

機器を活用する。 

・全国学力学習状況

調査やＮＲＴ、習

熟度テスト、単元

末試験（中）の結

果分析 

・授業満足度調査 

・保護者満足度調査 

・児童生徒生活質問  

 紙 

・学校評価等の分析 

・研究授業の考察等 

豊
か
な 
心 
・ 
健
や
か
な
体 
 

２ 

 

☆自立・自律し、自他のこ

とを大切にし、自己の健

康と体力について理解し

て、高めていこうとする

児童生徒を育成する。 

重点 部活動の地域展開 

新規 小中合同スポーツ大

会の実施 

＊運動会（小）と体育大会 

（中）の合同開催 

・児童生徒の自己有用感を高

め、アイデンティティの確

立を図る。 

・食や健康について考えると

ともに、自己の体力の向上

に主体的に取り組んでいく

児童生徒を育成する。 

・安全で安心できる教育環境

を整える。 

＊SSR生城山（おおぎやま）ル

ーム（中）の充実 

(不登校児童生徒への対応) 

・児童会や生徒会活動をは

じめ、部活動、クラブ活

動、委員会活動等を通じ

て、児童生徒の主体性と

自発性を育てる。 

・委員会活動を中心とし、 

児童生徒自らが目標を

立てて健やかな体づく

りに取り組む。 

・ＳＣや心のＳＰ、ＳＳＷ

と連携してＳＳＲを運

営する。 

・児童生徒生活質問 

 紙 

・新体力テスト等の 

結果分析 

 

 

 

 

 

・不登校児童生徒数 

・学校評価等の分析 

信
頼
さ
れ
る
学
校 

 
 
 
３ 
 
 

 

 

☆地域とともにある学校と

して、信頼される学校づ

くりを推進する。 

 

 

・コミュニティスクールの体

制をもとに、地域連携を推

進する。 

・学校ＨＰや学校だより等に

よる情報発信を定期的に行

う。 

・コミュニティルームを拠

点とした地域人材との

連携や活動を実施する。 

・学校の取組や児童生徒の

躍動的・活動的な様子を

広く発信する。 

・学校来校者アンケ

ート 

・学校評価の分析 

 

 

 

働
き
方
改
革 

４ 

 

☆業務改善を推進、超過勤

務時間の月平均４５時間

以内を目指す。 

・働きやすい環境づくりを推

進し、教職員の健康促進を

図る。 

・働きがい・やりがい等の意

識の醸成を図る。 

・小中一貫校としての校務

運営組織の見直しと精

選を図る。 

・地域の協力体制ネットワ

ークの構築を図る。 

・入退校記録 

・学校衛生委員会に 

よる傾向分析 

mailto:shiwa-chu@city.higashihiroshima.hiroshima.jp
http://www.city.higashihiroshima.lg.jp/school/shiwa_chu/


Ⅴ 学校評価 

  （１） 学校評価システムの組織（構成者を含む） 

 ［自己評価］ 学校評価委員会（構成員：校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、研究主任） 

 ・学校運営協議会において学校関係者評価を行う。 

  （２） 自己評価及び学校関係者評価の実施計画（公表方法を含む） 

       ・教職員、保護者、生徒を対象としたアンケート調査を実施し、その結果･分析等を学校通信等で公表すると 

ともに、学校運営協議会でその客観性を問う。    

 

・育てたい資質能力“推論する力”の育成を図る(ビジョン) 

☆「総合的な学習の時間」をはじめ、各教科で“推論する力”の育成を図っていく。 

 

・児童生徒９年間の学びと育ちを支援(ビジョン) 

① 「小中一貫・接続教育」の推進（準教科担任制の充実） 

②  地域課題にアプローチしていく「eSTEAM教育」による系統的な学びの実現 

③ 「地域と連携した教育（コミュニティスクール）」による部活動の地域展開 

④ 「ICT活用の推進（GIGAスクールのさらなる推進）」 

・児童生徒の主体性を育てる部活動、児童会生徒会活動の推進（ビジョン） 


